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午前１０時００分 開会 

○奥岩委員長 ただいまから予算決算委員会を開会いたします。 

 土光委員から本日の委員会を欠席する旨の連絡がありましたので報告いたします。 

 本日は、お手元に配付しております日程書のとおり行います。 

それでは日程第１、本委員会に付託されました予算関係議案、議案第７９号及び議案第

８０号の２件を一括して議題といたします。 

２件の議案については、各分科会長から特段報告すべき事項はなかったとの報告を受け

ております。 

これより、討論に入ります。討論の通告がありますので、発言を許します。 

錦織委員。 

○錦織委員（登壇） 皆さん、おはようございます。日本共産党米子市議団の錦織陽子で

す。議案第７９号、令和５年度米子市一般会計補正予算（補正第４回）について反対の討

論をいたします。 

 今回の補正予算は総額約１５億３，０００万円を追加し、その主なものは令和４年度一

般会計決算剰余金から２億８，１００万円をそれぞれ減債基金、財政調整基金に積み立て

るもの。原油高騰価格・物価高騰に伴う生活支援事業、重度障がい児者支援事業は必要な

対応だと思います。また、本市独自に就学前の児童１人当たり３万円の育児支援金を支給

する米子市就学前児童育児手当事業は評価すべき事業であると思います。 

しかし、今回の予算には崎津小学校、大篠津小学校、和田小学校、美保中学校を廃止し

て新たに美保中学校区に９年生の義務教育学校を作るための土地購入費や建物等の移転補

償のための義務教育学校整備事業費約４億３，３００万円が計上されています。崎津小学

校の保護者からは子どもが減る予測はないのに、なぜ統合するのか納得がいかないという

声があります。また、この義務教育学校の同一敷地内には３つの保育園の統廃合民営化の

計画はなくなったものの、公立の小鳩保育園、崎津保育園を廃止して統合園を設置する予

定でもあります。これまでも議論してきたように、小規模校には小規模校の良さがありま

す。小学校は地域コミュニティの核そのものです。保育園や学校が地域から消えた後、地

域のまちづくりはどう構築し直すのか、車社会といっても拡大した校区で自宅から遠く離

れた地域に通う子どもたちの日常に与える影響を考えたとき、これらの統廃合を進める事

業の予算には賛成できません。 

以上で議案第７９号の補正予算に対する反対討論を終わります。 

○奥岩委員長 以上で通告による討論は終わりました。 

 ほかに討論はございませんか。 

〔「なし」と声あり〕 
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○奥岩委員長 ほかにないものと認め、討論を終結いたします。 

 これより２件の議案を順次採決いたします。 

 初めに、議案第８０号、令和５年度米子市介護保険事業特別会計補正予算（補正第２回）

を採決いたします。 

本件について、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と声あり〕 

○奥岩委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第７９号、令和５年度米子市一般会計補正予算（補正第４回）を採決いたし

ます。 

 本件について、原案のとおり可決することに、賛成の委員の起立を求めます。 

〔賛成者起立…安達委員、伊藤委員、稲田委員、今城委員、岩﨑委員、大下委員、岡田委

員、門脇委員、国頭委員、田村委員、津田委員、塚田委員、徳田委員、戸田委員、中田

委員、西野委員、松田委員、森田委員、森谷委員、矢田貝委員、𠮷岡委員、渡辺委員〕 

○奥岩委員長 起立多数であります。 

よって、本件は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

次に、日程第２、本委員会に付託されました決算関係議案、議案第８１号から議案第８

５号までの、以上５件を一括して議題といたします。 

これより、５件の議案について各分科会の審査報告を求めます。 

初めに、渡辺総務政策分科会長。 

○渡辺総務政策分科会長（登壇） 総務政策分科会の決算審査報告をいたします。 

 議案第８１号、令和４年度米子市一般会計等の決算認定についてのうち、当分科会の審

査担当とされた部分について、去る１４日に分科会を開き審査いたしました結果、大変厳

しい財政状況を踏まえながら、米子市の将来と住民生活に責任を持つ行政運営上、特に重

点的かつ早急な対応と改善を要すると思われる事項について、以下、指摘された４点を報

告いたします。 

 １、防災ラジオ整備事業について、令和５年に繰り越され在庫となっている約７００台

の防災ラジオについて、早急に貸与を完了されたい。その際、災害発生時に、より避難が

困難と想定される人や地域に重点的に貸与されるよう検討されたい。また、防災情報を受

け取る手段として、防災ラジオのみにとどまらず、スマートフォン等を活用し、より時代

に即した形で、必要な情報が必要な人に届く施策へと強化を図られたい。 

 ２、公民連携対話窓口「いっしょにやらいや」について、事業の進捗が伝わりにくく、

予算計上時の表記も併せて、より「見える化」を図られたい。また、制度の周知に努めら

れるとともに、民間事業者等の提案を積極的に受け入れ、住民サービス向上や課題解決に

向けて取り組まれたい。 

３、生活路線運行対策事業について、生活路線運行対策事業については、予算額と最終

決算額の開きが６,３００万円増となっており、決算額の３年間の推移を見ても増加傾向に

あり事業の赤字額がさらに膨れ上がっている。答弁によると、令和４年度の決算額の増額

理由は、コロナ禍の長期化による運賃収入減少とされたが、過去１０年の本事業の決算額

で見られるように、恒常的に運行赤字額を補填していることが明らかである。対策として
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具体的に改善に向けての道筋が見えない。さらなる路線バス利用促進策を検討され、収支

改善の道筋を明らかにされたい。 

４、公民館運営事業（公民館を拠点とした地域づくり）について、令和４年度から、地

域振興課と生涯学習課を連携させているが、その効果が発揮されておらず、また、公民館

を拠点とした地域における福祉や防災に関する事業を行うための体制整備も十分であると

は言えない。さらに、地域づくりに関する施策として、地域防災力の向上、フレイル対策

及び子育て支援が掲げられている状況であり、公民館に係る事業のあり方とその体制につ

いて見直し・強化を図り、確実に実行できるよう取り組まれたい。 

以上、報告を終わります。 

○奥岩委員長 次に、今城民生教育分科会長。 

○今城民生教育分科会長（登壇） 民生教育分科会の決算審査報告をいたします。 

議案第８１号、令和４年度米子市一般会計等の決算認定についてのうち、当分科会の審

査担当とされた部分について、去る１５日に分科会を開き審査いたしました結果、大変厳

しい財政状況を踏まえながら、米子市の将来と住民生活に責任を持つ行政運営上、特に重

点的かつ早急な対応と改善を要すると思われる事項について、以下、指摘された１点を報

告いたします。 

１、地域力強化推進事業については、地域共生社会の実現を目指した重層的支援体制を

整備するため地域福祉活動支援員を配置して推進してこられたが、その取組は、住民との

関係づくりや共生の仕組みづくりに限られている。重層的支援体制の構築には、社会教育

の視点での人材の発掘・育成が欠かせないことから、地域福祉活動支援員の拡充と役割に

ついて見直し、地域人材の育成を最優先に取り組まれたい。 

以上、報告を終わります。 

○奥岩委員長 次に、田村都市経済分科会長。 

○田村都市経済分科会長（登壇） 都市経済分科会の決算審査報告をいたします。 

議案第８１号、令和４年度米子市一般会計等の決算認定について、のうち当分科会の審

査担当とされた部分について、議案第８２号、令和４年度米子市水道事業会計の決算認定

について、議案第８３号、令和４年度米子市水道事業会計剰余金の処分について、議案第

８４号、令和４年度米子市下水道事業会計の決算認定について、及び、議案第８５号、令

和４年度米子市下水道事業会計剰余金の処分について、去る１９日に分科会を開き審査い

たしました結果、大変厳しい財政状況を踏まえながら、米子市の将来と住民生活に責任を

持つ行政運営上、特に重点的かつ早急な対応と改善を要すると思われる事項について、以

下、指摘された３点を報告いたします。 

１、中海圏域就業支援連携事業について、中海圏域就業支援連携事業については、米子

市・境港市・松江市・安来市で連携し事業にあたっているが、その事業効果において米子

市への就業につながっているか見えづらい。本事業にあっては、事業の根本的な部分、４

市での連携事業の意味、米子市単市での発信も含め、ゼロベースでの事業の見直しを図ら

れたい。 

２、大山山麓・日野川流域観光推進協議会事業について、大山山麓・日野川流域観光推

進協議会事業については、県中西部の市町村及び鳥取県で構成する大山山麓・日野川流域

観光推進協議会として広域観光や周遊観光の促進を図るため、プロジェクト「大山時間」
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と連携したサイクリストの聖地化に向けた取組としているが、民間事業の商品開発などを

行う「モノ事業」のブランド化の取組に比べ、サイクリストの聖地化イメージの確立への

取組が弱い。広域観光での移動手段から見て、サイクリストをターゲットとした方向性は

理解できるが、その「聖地化」は容易ではない。サイクリストにとって、どういう聖地な

のかを明確化する取組をより一層強化されたい。 

３、米子城跡保存整備事業について、米子城跡保存整備事業における支障木の伐採につ

いては、支障木の選定から工事着手までのスケジュールに余裕があったとは言い難く、市

民への情報提供や専門家からの意見収集は不十分であり、伐採支障木の撤去方法について

の見通しが甘かったと言える。結果として令和５年度の補正予算で伐採支障木の撤去費用

を対応することとなった。同事業については令和４年度の課題を生かし、来訪者の安全確

保を最優先に計画的に慎重に進めるよう努められたい。 

なお、議案第８２号、令和４年度米子市水道事業会計の決算認定について、議案第８３

号、令和４年度米子市水道事業会計剰余金の処分について、議案第８４号、令和４年度米

子市下水道事業会計の決算認定について、及び議案第８５号、令和４年度米子市下水道事

業会計剰余金の処分について、以上４件の議案については、特に指摘事項はありませんで

した。 

以上、報告を終わります 

○奥岩委員長 以上で、分科会長の報告は終わりました。 

 それでは、ただいまの分科会長の報告に対する質疑に入ります。 

 別にないものと認め、質疑を終結いたします。 

 これより、討論に入ります。討論の通告がありますので、発言を許します。 

又野委員。 

○又野委員（登壇） 日本共産党米子市議団の又野史朗です。 

私は議案第８１号、令和４年度米子市一般会計等の決算認定について、反対の立場から

討論をいたします。 

 教育支援センターぷらっとホームの事業をはじめとした、教育子育て政策など決算の多

くは評価しているところではございますが、いくつかの事業について反対の討論をさせて

いただきます。 

１点目の理由は、鳥取県西部総合事務所新棟・米子市役所糀町庁舎整備事業及び新体育

館整備事業についてです。これまでも述べてきましたけれども、この２つにつきましては、

ＰＦＩ事業として進められています。ＰＦＩ手法は設計監理、工事、維持管理を一体とし

て発注するため、行政のチェックが行き渡りにくく、実際にこれまで全国ではＰＦＩ手法

で建設された建物で工事管理が不十分だったことが原因で事故が起きている事例もありま

す。また、長期の維持管理契約も含まれるため、ここでも行政からの監視機能が働きにく

くなります。ＰＦＩ事業には反対の立場であります。また、糀町庁舎整備事業につきまし

ては、市役所の機能が分散することによって市民の利便性や市役所職員間、部署の連携な

どにおける不安、やはり拭えません。淀江庁舎など、支所機能として分庁舎を構えるので

あれば、市民サービスの向上につながるとは考えますが、部署ごとで分散すること、これ

はやはり認めることができない立場であります。 

２つ目はマイナンバーカード利用環境整備事業及びマイナンバーカード取得促進事業
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についてです。このマイナンバー制度は政府が国民一人一人に生涯変わらない番号をつけ、

様々な個人情報をひもづけして利用できるようにするもので、それ自体がプライバシー権

侵害の危険を持つ重大な問題であるとも言われています。さらには官民連携という名の下

にこれらの個人情報を民間でも利用できるようにデジタル化も進められており、これらの

個人情報は民間にとって儲けの種と言われています。民間の儲けのために個人情報が利用

されることにつながるマイナンバー制度、政府は様々な利点を挙げてはいますが、国民の

ためとは言えないと考えております。実際に世論調査などを見ても、国民は利便性を感じ

ておらず、普及率が上がってこなかったため、政府は従来の保険証を廃止するといって、

マイナ保険証を進めたり、マイナポイントで多くの税金をつぎ込んだりしなければ、普及

が進まない状況です。そのマイナ保険証においては、他人の情報がひもづけされていたり、

カードを認識しなかったり、顔認証ができなかったりなど、多くのトラブルが相次ぎ、結

局従来の保険証も病院に行く時に準備しておかなければならないなど余計に手間がかかっ

ている状況です。このように問題が多く、国民のためではないところから始まったマイナ

ンバー制度については、促進する必要はないと考えております。 

３つ目の理由は、基本的に格差は解消したとして、国のほうでは既に２００２年に同和

事業を終結しているにも関わらず、同和地区関係者を対象にした個人向け給付事業を継続

しているという点です。令和４年度も引き続き固定資産税の減免が行われました。県内他

市では行っていないこうした同和地区に限った個人給付事業は差別解消に逆行するものだ

と考えます。差別の固定化に繋がる同和個人給付事業は廃止すべきであると考えておりま

す。 

最後に一般廃棄物処理施設整備負担金基金積立金についてです。西部広域行政管理組合

が進めようとしています一般廃棄物処理施設整備計画を実行するための負担金を米子市と

して２０２１年度から２７年度、７年間に合計１６億９，４００万円もの基金として積立

てようとしているもので、令和４年度も２億４，２００万円積立てをされています。しか

しこの西部広域のごみ処理施設計画は各市町村において、住民との今後のごみ処理につい

ての具体的な協議もないまま進められています。これらのごみ処理施設については、地球

温暖化対策、環境対策に対応するため焼却ごみを最小限にしていくなど具体的な分別・収

集方法を新たに各市町村で定めてから施設の規模・内容などを決めなければならないとい

う考えは変わりません。その結果によっては焼却ごみの内容や量が大幅に変わり、施設整

備計画自体が全く違うものになることも考えられます。整備費用も大きく変わる可能性も

そうなると出てくると考えられます。気候危機対策を考えた各市町村でのごみの分別・収

集方法が、はっきりしない状況で計画された今の西部広域の一般廃棄物処理施設整備自体

に反対の立場であり、積立金は認められません。 

 私の討論は以上です。よろしくお願いいたします。 

○奥岩委員長 以上で、通告による討論は終わりました。 

 ほかに討論はございませんか。 

〔「なし」と声あり〕 

○奥岩委員長 ほかにないものと認め、討論を終結いたします。 

 これより５件の議案を順次、採決いたします。 

 初めに、議案第８２号、令和４年度米子市水道事業会計の決算認定について、議案第８
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３号、令和４年度米子市水道事業会計剰余金の処分について、議案第８４号、令和４年度

米子市下水道事業会計の決算認定について、及び、議案第８５号、令和４年度米子市下水

道事業会計剰余金の処分について、以上４件の議案を一括して採決いたします。 

４件の議案について、それぞれ原案のとおり可決及び認定することに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と声あり〕 

○奥岩委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、４件の議案は、それぞれ原案のとおり、可決及び認定すべきものと決しました。 

 次に、議案第８１号、令和４年度米子市一般会計等の決算認定について、を採決いたし

ます。 

 本件について、原案のとおり認定することに、賛成の委員の起立を求めます。 

〔賛成者起立…安達委員、伊藤委員、稲田委員、今城委員、岩﨑委員、大下委員、岡田委

員、門脇委員、国頭委員、田村委員、津田委員、塚田委員、徳田委員、戸田委員、中田

委員、西野委員、松田委員、森田委員、森谷委員、矢田貝委員、𠮷岡委員、渡辺委員〕 

○奥岩委員長 起立多数であります。 

よって、本件は原案のとおり認定すべきものと決しました。 

以上で本委員会に付託されました議案の審査は終了いたしました。 

 これをもちまして、予算決算委員会を閉会いたします。 

午前１０時２５分 閉会 

 

米子市議会委員会条例第２９条第１項の規定により署名する。  

 

予算決算委員長  奥 岩 浩 基 

 


